
災害時のトイレについて考える

女性建築技術者の会 2025年連続講座 
第2回

講師 加藤篤⽒

7月5日（土）

お申し込み

時間

会場

会費

14:00~16:30

としまち研会議室
千代⽥区神⽥東松下町33 番地 COMS HOUSE 2F

会員：1500 円  会員外：2000 円 学⽣･･･500 円

(NPO 都市住宅とまちづくり研究会)

Google フォームよりお申込みください

 https://forms.gle/TdvR1iEocWbntdRB7
★申込み締切り 6/28

※Google フォームが使えない⽅は下記アドレス宛にメール送信ください

jogikai@k6.dion.ne.jp

第一部 14:10~15:30 『災害時のトイレについて考える』 加藤篤⽒

第二部  15:40~16:00 防災トイレの紹介

第二部  16:00~16:50 先輩に聞く 竹岡美智子さん(アトリエ雲代表)

阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震、能登半島地震 など、近年、日本は多くの災害に見舞われ
ています。その度に最大の問題となるのは、災害時のトイレです。災害時に必要なものと言えば、飲料
水や食料をイメージする方も多いですが、実は最初に必要になるのはトイレです。いくら災害時とは言
え、排泄を我慢することはできません。2025年連続講座では、生活に必須のトイレに 焦点を集めて、
第二回目は災害時のトイレについてお話しをしていただきます。
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